







































ていない 18 歳未満の子ども」の 4 つがある。「パートナー関係を持つ者がつくる家族」はさらに細か
く分類され、婚姻関係にある異性同士のカップルによる「法律婚（異性）（ægtepar med forskelligt 






















全体 25.6 28.5 33.8 0.1 4.3 7.1 0.1 0.5 100%
子どもが
いる家族 4.5 19.4 57.2 0.1 14.8 3.9 0.1 100%
出典　Danmarks Statistik（2018a, 2018c）
表 1上段は、2017年 1月 1日時点におけるデンマーク全体での家族形態別の割合を示している。もっ
とも割合が高いのは「法律婚（異性）」家族で 33.8%、次いで「シングル（女性）」と「シングル（男





は、表 1 下段のようになる。これによると、デンマーク全体と比較して、「法律婚（異性）」家族が 25
ポイント近く上がり、全体の 57.2% を占めている。次いで実母によるひとり親家族である「シングル
（女性）」が 19.4% となっている。実父によるひとり親家族の「シングル（男性）」は、全体のわずか


















0 歳 89.2 8.1 2.0 0.4 0.0 0.3 ≒ 100%
10 歳 69.0 18.2 7.7 3.0 1.3 1.0 ≒ 100%




子どもが暮らす状況について、もう少し詳しくみてみよう。表 2 は、2017 年 1 月 1 日時点で 0 歳、




歳時点で 89.2% であったものが、10 歳では 69.0%、15 歳では 60.7% と、30 ポイント近く低下する。こ
のことは、デンマークでは子どもの約 4 割が、15 歳になるまでに両親の離死別を経験しているという
ことを意味している。
第 2 に、年齢が上がるとともに両親と暮らす割合が低下する一方で、「ひとり親」または「実親とそ




家族は、子どもが 0 歳では 8.1% であるが、10 歳では 18.2%、15 歳では 20.3% と年齢が上がるとともに
その割合も上昇する。「実母とそのパートナー」も合わせると母親と同居する子どもは、0 歳では全体






































成人子に対する親の扶養義務は大きく残されている（Koch-Nielsen 1996, 大塚 2001）。
「親の責任に関する法律（Forældreansvarslov）」によれば、「親」とは親権を持つ者とされている
（Social- og Indenrigsministeriet 2015a）。デンマークでは 2002 年に、未婚の父親にも子どもの誕生と
同時に自動的に共同親権が与えられることになり、さらにパートナー関係の解消後も共同親権が継続








別居している場合は、子どもとの面会も親権者の義務となっている（Social- og Indenrigsministeriet 
2015a）。これらすべては「子どもの最善を目指すこと」が根底にあり、親権者は、単に子どもに関す
ることに決定を下せばいいということではなく、子どもを保護しケアすることが義務であることが強





































暮らす 40 代前半のシングルマザーであった。30 代後半になり、出産年齢を考えると次に付き合う相手
とは家族を持とうと考えていた X は、のちに子どもの父親となる Y と交際を開始した。しかし Y は子
どもを望んでいなかった。それでも子どもが欲しかった X はピルの服用を止めた。その後しばらく Y
と交際を続けたが、関係は進展せず、X は Y との関係を終わりにした。ところがしばらくして妊娠し




申告書」を前にして、父親欄が空欄となっていることに「Fair じゃない」（X）と感じた X は、再び Y
に連絡して父親欄に名前を書いて欲しいと頼んだ。しかし Y は拒絶したため、公的機関に相談したと
ころ DNA 鑑定を行うことになった。Y は自分の子どもではないと主張を続けたが、鑑定の結果、子ど
もの実父であることが明らかになった。父親であることが確定したことで、Yは長男の養育費を支払っ
ている。実は Y には、X と交際する以前に交際していた 2 人の女性との間に、それぞれ 1 人ずつ子ど
もを設けており養育費を支払っていた。X はこのことにも触れながら、Y が長男に対して養育費を支
払うことを「父親ですから、彼はそうしなければなりません」（X）と語った。




X の妊娠を聞いて Y は子どもを望まないと明言しているにもかかわらず、X は出産した。X の妊娠か
ら出産の過程は、女性やカップルによって「入念に考え抜いて出された決定」としての出生行動では
なかったことになる。









































［付記］本研究は、日本家政学会家族関係学部会 30 周年記念助成事業 「デンマークの家族政策と親子関
係　―親の子どもへの『養育責任』から考える『親観』『子ども観』―」の研究成果の一部です。研究




１）デンマーク統計局の “Statistikdokumentation for Husstande, familier og børn 2017” によれば、正しくは「同
一住所に住む者で、同居する子どものうち少なくとも 1 人はカップル共通の子どもであること。または、同
別居にかかわらず、1990年 1月 1日以降に生まれた共通の子どもがいるカップル」（Danmarks Statistik 2018b: 
3）と定義されている。
２） 脚注 1 と同じく “Statistikdokumentation for Husstande, familier og børn 2017” によれば、「婚姻関係または
親子関係にない年齢差 15 歳未満の男女で、調査時点で少なくとも 1 人の子どもと同居しているがカップル共
通の子どもではないこと。同一住所に住んでいる者同士がこの条件に当てはまらない場合は、2 つの独立した





18 歳未満の者、または、未婚かつ自身の子どもを持っておらず、かつ親と同居している 25 歳未満の者である
（Danmarks Statistik 2018b: 4）。
４）新生児 1,000 人あたりの婚外子は 1980 年代後半以降 450 人前後で推移していたが、2010 年以降は 500 人を超
え、2017 年には 542 人であった（Danmarks Statistik 2018d）。子どもに対するカップル双方の権利を同等に
確保するために、第 1 子誕生後に法律婚へ移行し、第 2 子以降は法律婚の状態で生まれてくるパターンは多
いことから、第 1 子に限ると、婚外子数はさらに多くなると言われている（Christoffersen 2004: 52）
５）15-64 歳の女性就業者全体でみれば、2017 年は、雇用契約がフルタイム労働とパートタイム労働である割合
は、それぞれ 65.1%、34.8% であるが、25-54 歳に限定すれば、前者が 74%、後者が 26％となる（Danmarks 
Statistik 2018f）。
６）これに先立ち 1986 年には、婚姻関係の解消後も、あるいは未婚であっても、父親は共同親権を持つことが可
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